
 
 

 
  先日、こんなお声をいただきました。「90代の祖母が一人暮らしをしている。高齢者施設への入所を考えて
いるが、どこがいいのか？空きがないとも聞くし・・・」。 
 この方は結局、有料老人ホームに入居されましたが、超高齢化社会に向かい、介護が大きな課題となって
いる日本。このような悩みは珍しいケースではありません。そこで今回は、高齢者の居住施設について取り
上げます。 
 
■伊丹ではこんな施設があります！ 
 まず伊丹市内にはどんな高齢者向け施設や住居があるのか？ 介護保険が使えるか否かなど、内容に
よって様々な種類がありますが、ざっとあげると下記のような施設・住居があります。 
●特別養護老人ホーム ： ５ヶ所 
●小規模特別養護老人ホーム ： ４ヶ所 
●グループホーム（認知症対応型共同生活介護） ： ９ヶ所 
●養護老人ホーム ： １ヶ所 
●軽費老人ホーム（ケアハウス） ： ２ヶ所 
●有料老人ホーム ： ８ヶ所 
●サービス付高齢者向け住宅： ９ヶ所 

 ※相崎調べ。同じ場所で複数の施設をかねているケースあり。 

 ※他にも介護保険施設として「介護老人保健施設」「療養型医療施設」等あり。 
 
■これからは“地域で” 
 「施設は待ちが多くて入れない！」。よく耳にするお声です。これは特別養護老人ホームにて顕著でして、
伊丹でも１１１人待ち（H２５年６月現在）です。お待ちくださっている当事者やご家族には申し訳ない限りです。 
 では今後、どう取り組んでいけばよいのか？ もちろん高齢者が安心して暮らせる施設を整備するのは大
変重要なことで進めていかねばなりません。ただ、大規模な施設をドンドン増やすと、社会構造として支えき
れなくなることも見えています。 
 そこで言われているのが、地域で高齢者を支えていこうという方向性。１００％ホームに入居するというカタ
チでなくとも、様々なサポート体制を駆使することで地域で安心して暮らしていける仕組みをつくっていこうと。
“地域包括ケア”といわれる考えです。 
 国はこの方向性で進めており、私も目前の課題を解決していくとともに、長期的視野で新しい高齢者施設
のあり方を考えていかねばならないと思っています。 
 
■小規模施設を整備中！ 
 そのような長期ビジョンを踏まえ、伊丹では「認知症高齢者グループホーム」「小規模特別養護老人ホー
ム」の整備も進めています。いずれも小規模な地域密着型の施設であり、計画※ではＨ24～26年度で、そ
れぞれ３ヶ所ずつ整備するとしています。東日本大震災などによる資材高騰・労働人材不足で少し計画が
遅れていましたが、今年度中には計画値を達成する見込みです。 
 ※正式名称は「伊丹市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第５期）」 
 
■地域で安心して暮らせる“地域包括ケア”へ 
 これから高齢者の居住施設の整備をどう進めるか。とても深刻な課題です。住宅を含め、少子高齢化時
代にむけた新しい社会構造を再構築する必要があるでしょう。 
 高齢者はじめすべての人が幸せに暮らせるような社会はどういう構造か、具体的に何を進めるべきか。 
 私も、ホームに入居する大好きな祖母に想いを馳せながら考えていきます。皆さんもぜひご意見をお願い
いたします。 
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「産めないのか」などのヤジがあった騒動。関連して様々にご質問いただきますので、見解を記してみます。
 
■
  
はり「こんなこと」で済む問題ではないと思います。
 
個人の問題にすり替え、かつ一方的な価値観でヤジるべきではありません
ありませんが、あのヤジはやはり非難される内容であったと思います。
ればと願います。
 
■
 
や答弁に耳を傾けています。（真剣に聞いているのかボンヤリ聞いているのか
は分かりませんが）。温厚と言われる市民性の現れかもしれません。
 
 
聞きます。他議会の文化（？）を否定するつもりはありませんが、個人的には、
人が真剣に話している時はこちらも真剣に聞くのが当たり前かと。少なくとも、
茶化したり侮辱したりするヤジは、議員以前に人としてどうかと思います。
 
■
 
か知りませんが、直接的に問題発言を受けたことはありません。
 
てできているのか」など言われたことはあります。もちろん私も反省すべき点は多々あり、真摯に拝聴してお
りますが、私は女性も男性もいろんな生き方があってよいと思っており、こういう生き方もあるんだという１つ
の形を示していければと思っています。
 
■
 
意見を力強く主張することが求められます。ですので、もしかするとセクハラ発言を自分のまっとうな意見と
して主張する議員がいるかもしれません。民間なら一発アウトの発言でも、議員は誰からも咎められなかっ
たりするわけです。モラルハザードとしては低い状況かもしれません。
 
普通の感覚を持つ議員なら、自ら「ちゃんとせなアカンな」と思うわけです。そういうところでのモラルハザー
ドはあるかもしれません。
 
 
結婚出産育児の環境整備がいっそう進む契機
きそれを認め合える社会になる契機

どうなる？どうする？高齢者の居住施設！ 

セクハラヤジ騒動！

 相崎佐和子 

   
 このチラシは、伊丹市議会議員“相崎佐和子”が、市政情報などをお
届けすべく発行しているニュース紙です。 
  
 毎月発行しており、ポスティング・駅やスーパーマーケット前での配
布・郵送などでお届けしています。 

桃寿園・松風園 
（伊丹市社会福祉事業団ＨＰより） 


